
令和５年度学校通信 重点目標 「自分のため、人のために考動する笑顔いっぱいさしきっ子」

育てたい力：共感力・探究力・協働力

◎全校で人権集会

熊本県は、６月を「心のきずなを深める

月間」と定めています。佐敷小学校では６

月２３日（金）に全校で人権集会を実施し

ました。子供たちは各学級で定めた人権宣

言を発表し、他者を大切にする「心」と「行

動」を確認し、定期的に学級で振り返るこ

とにしています。

私の方からは、「みんなの命は多くの人の

命を受け継いでいる」「友達を助ける前向き

な言葉」の二つの話をしました。

まず、みんなの命は多くの人の命を受け

継いでいることについて、「人」という文字

をモデルにしました。右のスライドを提示

して「２代さかのぼると、みんなは６人の

命を受け継いでいることがわかります。そ

れでは、１０代さかのぼると何人の命を受けついていることになるのでしょう。」と

尋ねました。この答えは２０５２人です。多くの人の命を受け継いだかけがえのない

みんなの命。誰もが人権を尊重される社会であってほしいと思いますし、佐敷小の子

供たちも他者を大切にできる人に育ってほしいと思います。

次に、学校で起こりうる場面について話しました。クラス対抗リレーで負けてしま

ったＡさん。「Ｂさんが走るのが遅いから負けた。」とＢさんを言葉で攻撃します。

Ｂさんは自分は走るのが遅いことを自覚しています。また、

何も言い返すことはしませんでした。その様子を見ていた

Ｃさん。ＣさんがＡさんに同調したならば、Ｂさんへの

攻撃はエスカレートして、集団でのいじめへとつながる

でしょう。ところがＣさんはこう言ったのです。

「Ｂさんのぶんまで、自分たちがもっとはやく走ればいいでしょ。」

素敵な言葉ですね。こんな前向きな言葉が飛び交う学校でありたいと思います。私

は話のまとめとして、子供たちに「苦しんでいる人、困っている人を支える人になっ

てほしい。」という話をしました。
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◎味噌造り体験

７月４日(火)に、岩永醤油の岩永さんを

お迎えし、４年生が味噌造り体験をしまし

た。岩永さんは息子さんとともに、懇切丁

寧に味噌造りを教えてくださいました。麹

の独特の香りが家庭科室に広がると、「味

噌のにおいだ。」とつぶやく子供もいまし

た。どの子供も、雑菌が入らないように最

善の注意をしながら真剣に味噌造りに取り

組んでいました。できた味噌は９月のチャリティバザーで販売予定です。子供たちが

丹精込めてつくった味噌です。多くの方の購入をお待ちしています。

◎たくさん収穫できますように

１・２年生は今年度もＪＡあしきたのご

支援でサツマイモの植え付けをしました。

梅雨の晴れ間に行い、多くの苗が根付いた

ようです。例年子供たちが収穫したサツマ

イモは、給食センターに寄付し、給食の食

材に利用いただいています。今年は子供た

ちがご家庭に持ち帰るほど収穫できたら良いなと思います。

◎芦北支援学校との交流

６月２９日(木)に３年生は芦北支援学校

の子供たちとオンラインでの交流を行いま

した。画面越しではありましたが、笑顔で

交流ができ有意義な時間を過ごしました。

なかなか直接の交流はできませんが、今後

も継続した交流が大切だと感じています。

【校長室から】梅雨の時期はグランド周辺の草もどんどん伸びます。私が草刈り用の作業着

に着替えて作業を始めようとすると、「校長先生、草刈りありがとうございます。」という元

気な声が。もしかしたら担任の先生が指導されたのかもしれませんが、おもわず「ありがと

う。」と笑顔になりました。佐敷小の子供たちの優しく素直な一面を感じたひとときでした。

また、今日は「校長先生、水かけありがとうございます。」という言葉に癒やされた一日に

なりました。


